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三菱製圖用鉛筆ゞ
我が職六十年の歴史と多年の研究により獅侍の科學的

〃
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製造工程を経て完成した理想的の製園用鉛筆であります。
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特 許

タツノ式

商 省免許

ガソリン計量器
特許タツノ式各種油地下安全貯蔵装瞳・タツノ式ロータリーポンプ及ピ各種ポンプ類
高級パルブコツク額及諸機俄製造販資・土木建築設計工事請負代願一切

株式

會祗 東
ー ＝一

泉 龍､野製所作
本肚東京都芝l憂芝浦町ニノ三電話三出(45)137-9.3138

名古屋支店．名古屋市中村優花車町ニノニ七 大阪支店大阪市北臨小松川町一○ ・
電話名古屋本局3780 ･ ' 3716 電話豊崎1715
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(3）

、秋季講演會發表論文の梗簿（績き） 、
7．航路安定性に就て と一致する。 、

亥にこれ等の船型が或程庭で直進中，朏首を
稚貝工畢士元良誠三君

検に排水麓の古の力で一定時間押したときの夕

從來船の方向に對する安定性は致命的でない 厄韓角速度を求めた結果．船首にカットァップ

ため餘り問題こされず，經撤によって所評坐り を有するもの力看を振り易いことが分った。但

がよいとか悪いとか云はれてゐたに過ぎない。 し外力を取り去，れぱ船草にカツトァップを有す
所力近来の如く漁船等の小型船が多敬廼迭され ろもの力鐙も早ぐ一定方向に落麓くjつけである．
るやうになると航路性能といふこと力相當噴要 本研究の結果を要約すると次っ通りである3
な部門を古めて来て旋但性と利害相反すると見 （1）船首にカットァプを有するものは船尾

”

られる航路安定控も亦重要になって來た。 に有するものに比べて平水中では著しく安定で
本論文は航雄安定性と旋回性との關稿詔理論 あるが波浪中では却って首を接り易い。

的に研究するのを目的とし，先づ船首尾の形状 （2） カツトアツフ．の全然ないものは平水，
が安定性に及ぼす影蝉を坂汲つたものでおる‘〕 波浪中共に安定度が高い。
先づ航路安定性を靜的安定性と鋤豹安定性と ．（3）船首尾にカツトアップを有するものば
に分けると，靜的安定性は船が航路か｡.>釣りだ 平水中波浪中共に不安定である。

け回鱒して元の方向く直進するとぎ，船燈に働 従来この種の研究は少い。著者ぱ小型船に坂

く偶力をQとすると(::)’－0で隷され動 って特に大切な本問題を取上げて, これが船型
的安定性ば旙力航路から外れて後の険漂流速度 によって如何に相異するかを明示された三とは
及び回縛速魔の埼加率を以て定義される。 時節柄殊に有意義なことである。､

この場合の運動方程式は水から受Iナる所謂見 8．船舶横揺に於けるピルヂキール
掛け質挺效果を考慮して見郷ﾅの亜心を座標原 の作用と減衰係数に就て

鮎とし・船に固定せる座標につぎ式を針ころ。 正員工學沖士渡邊惠弘君
船盤に鋤く外力としては，船彊自芽の揚力及び ％
其の偶力，逮心か舵の揚力及び偶力剛鶴遥 船の繊描は船の安全性の上に非裕腫重要であ
抗及び偶力等で， これ等を遥営な歎式で表はし り，而もこの横揺は之iご對する深抗で決る｡然
て塵理すると線型1次聯立方繼式となり． これ るに此の抵抗の性質は船侭の前進運動に對ずる
を解いて鱗漂洗速度ひ,回縛速庭2('､回縛角0， 抵抗の如く十分に肝だされておらぬ。従って之
繊爵流距離ヴ及び前進藤離今が求められる。 を推知する方法も確立されてほゐない｡-本研究

諦轍欝繊龍蓋職辮螺麓熟墓懸蝋、
により著しく性質を異にする。そしてこの入を噌邇の船型の場合の普通のピルヂキールをつけ

た場合の抵批の性質，從って減衰係数を調べ，
以て動的安定性とする。

次で著者はカツトアツプを船首に有するもり 更に之を慨算する方法を述べたものである。
船尾に有するもの）南方に有するもの及びカツ アメリカのSeratが幾何鯉的船型に就て組織
トァップの無いものの4稗の船型に就き安定度 的の涜職をした繕果は大禮次のやうである。●

の數値を求めたが，その結果贈首にカツトアツ (a) 、吃水, GM一定で，逼期垂小なる程
プを有するものが最も安定で，船尾iこカツトア 抵抗大
ヅプを有するものが最も不安定であることが分 (b) GM,迩期一定で重心Gが高い程抵抗
った。これは坐りの悪い船の船尾にデツドウツ ％ 大
ドを附けると坐りが良くなるといふ從來の經鐡 (C) GM,遡期一定で船の幅を礎くしてメ、

、
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タセンタールZが高くなる程抵抗が大

(d) 中央識面積，中央断面係數及GMが

一定でB/dが大なる程抵抗大

(e)中央榛断面積, 'GM一定で中央断面係

數大なる程抵抗大

, (f)週期を一定に保ちつ上ピルヂキールを

つければ抵抗大

． (g) ピルヂキールをつけ且GMを減らし

て遁期を大にすれば反って抵抗が減る。 、

・ これ等の綜果ば船がGのまわりに廻鱒運動

をし，水から受ける抵抗に依る力幸を老へれば

合理的に読明される。然し乍ら一般に減衰曲線

を2次式で表はすことは無理であるので著者は

これを」0==Bβ"'国に取った。さうすると,B=

c･A〃W"延曾となり, c IX'郷よって塗るo

とのcが一般に如何なる値をとるかを研究し
た。今あるきまった模型をとり， ビルヂキール

の高/長の比を一定とし･て唯その面蔽をかへて

見ると,cは肥大型の貨物船でも癖型の麹《型l

でも面積に就て全く直線的に鍵化することが分

った。他の肥癖係数の船に對しては比例計算で

cを求め得るといふ假定の下に任意の船の形ピ

ルヂキール等に對してCP従って或與へられた

酷の状態に對するBの値を概算し得るやうに

したo尚最後に一蛮臓結果を上述の方法に依っ

て計算した結果と比較して雨者非常に近い値が
F

得られることを例示した。

本論文により船の設計時にその横揺の性能を

概算することが出来るやうになった非常に有釜

な論蕊である。

9． 回鱒せる任意断面梁の捷み振動

数の一近似計算

稚旦工學士金澤武君

回鱒中の梁の震み振動数の算走法に就いては
古来多くの研究者に依って試みられる｡今其の
解法を大別すると大禮次の三通りになる。
(1)･ 回韓中の梁の農を境界條件を浦足する

如くに假定LRayieighの方法に依って解く方
法。

（2）梁の曲げ剛性と速'凶力の影響を別個に

考へ回鞠中の振動数の自乗は曲げ剛性のみIこ隊出

ろ靜止時の振動數の自乗と遠心力のみに依る剛
、

性のない弦の振動数の自乗の和に等しいとする
／

方法。

（3）振動方程式の遠心力に依る項を揺動項

と見倣L,l菱を角速の自乗をパラメーターとす

る戸級數に展開し又固有値をも同様な同級敏

に展開して係數比較←と解く.所謂瀞動法がある。

之の方法は靜止時の澆み，固有値が求まれば衣

餐と回御中の振動強の近似式が得られる。

筆者の行った方法は任意獄面静止梁に就いて

のBaker-Clowey.Levy法と攝動法の結合と見

倣されるもので秘る°即ち携みを固有値,及び
角速度の自乘をパラメーターとする二重戸級戴

に展開Lだのである。

之の方法に依れば断面が任意に愛化する場合

にも機械的な計算のみに依って振動蚊が求めら

れるo r

本論文に於て(ま一稼断面の場合について先づ

その緒度を確め, -更iこ推進器の場合， タービン

翼の場合について言蝉を行って見た。殊にヌー

ピン翼については嘗て小野博士に依ってあたへ

られた近似公式の改訂を行って見たのである。

其の結果として前に述べた(2〃の方法の如く事

に加へ合はせるのでは不充分で，断面の形で狸

化する係数を挿入すべきこと力芋1つた。

即ち本論文は澆み振動蚊の計算方法自禮が薪

新で且從來の如く断面の形を無硯した式では不

充分であることを發見した置重な論文である⑨

10. ml形弾性板の狼制振動に就て

（第2報）

准員工學士金澤武君

著者ば先に周遅固定された画板の廻制振動の

一般的解法を示したが，今回の論女はその結果
を用ひて，侃心邇制外力及び偏心衝撃を受けた
場合についての欺値計算を試みたものである。
其の結果,偏心の大いさ及び外力の作用範函
と,誘起される各位数の振動の模儀が明かにな
った。これを用ひて偏心衝撃を受けたときの翻
摩波の傳砺の模擬について研究することが出來
た。更に画板についてのCInffni固形の窒化に

ついても具峰的な結果を示すことが可能である
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亥に曲げモーメントは，節直裡のない$魔訪及

び節直裡2本の振動のみが中心で値を有し，他

の4､のは中心に於ては0である。又その最大値

は各捗動に依って種々な位澄に生ずるものであ

るが,節直座なしの振動では基本振動を除けば

恒に中心に生するものである｡又γγ方向のモ

ーメントは節直經なLの振動以外では大膣周邊

に逓大値を生ずることが判った。 、

以上が本論文の大意である。犬愛手敬の掛つ

た計算を行って振動の進行状態及節を示し，性

質的には凹形弾性板の弧制振動の状況が明瞭に
なった鮎は非階な参考資料である。尚進んで船

の磁際問題との結び付けをやって頂ければ更に

結樅と思ふ･ （以下次號）

り會負外叉は學會の協力を必要とする場

合も生ずるがこの場合は委員とせ-jW

時委獲の形式とするこ.と。

（5）準備委員含は本日の會合を以て打切｡

b, l直ちに厳鮒皆委負會として出霊するこ

と⑦

（6）各委員は次回會合迄に研究項目室痔

寄ること，筒漁船協會としての希望研究 ・

事項は向協會理率長から本協會食長坑照

命せらる上やう木村委員に於て坂計らふ
僖と｡

（7） 次回には曾て學術振與會が行った

「船の冷諫に開する研究」に就て當時の

委員長山本武藏氏からその概要を何ふこ

‘と、

5日（火）躍氣熔接研究準倣委員衛‐

時及場所午後2時より4時まで東大第一工

學部船舶工學科會議室に於て

出席者赤埼,木原,榊原，鴎田,藤田(啓）

矢ケ崎，吉識，御鳴各委員出淵事務長，

，他に輻田烈君

識事

（1）吉識理事から本委員會設置に至・奉

經緯及び委員委璽につき挨拶があった。

（2）委員長互選の結果，臆田烈君力轄連

したd同君に對し改めて委員委腿の手纏

を探ること①
，

（3）幹事を木原委員と増淵興市君に委腿

するごと。尚増淵君には祷助委員委嘱の

手綾を採ること。

（4）船舶工學便慶にユニオンメルトに開

する記事を追加することを向飼墓委員曾

へ申込むこと。

、 （5）本委負會の研究項目を選定した。

‘ （6）準陥委員曾は今回を以て柊ｲ〕，直ち

に本委員會とLて發足すること。

6日（水）木船研究委員曾第2回委員歯

時及場所午後’時から5時まで東大第一工

學部船舶工學科會議室に於て

出席者吉識委員長山縣．上村，原田，

市川，金子『小山．吉田、大場武原，芥

川,竹鼻西岡各委員出淵事務長

(~）

11月の諸奮合

1日（金）特殊研究集録委員會第1回小委員會

時及場所午後2時より4時まで東大第一工

學部船舶工學料簡識室に於て

出席者禧田，片山，近藤牧野，松本，
1

出淵各委員

識 事

（1）奮艦政本部第四部所掌の特殊研究と

Lて集録すぺき項目を運定した。

（2）次の諸君に委員を委囑するやう申合

せた。 ’

矢杉正一君,長野利平君,甘利義之君

2日(士）漁船研究準肺委貴會 ‘

時及場所午後2時より4時まで東大第一工

躍部船舶工學科會議室に於て

出席者井口會長，木村，松本‘木下各委

員出淵事務長

鱗 事

（1）衝長から本委員會設歴に至った經緯

及び委員委腐の挨拶があった。

（2）委員長互選に結果松本良一君が歯選

した◎

(3)幹事を元良誠三君に委騒す:ることに

申合せた。

（4）委員追加に開し申合せた結果，栗田

晋君，伊藤茂君熊凝武暗雲に委璃する

ことに申合せた。筒研究の進捗状況によ

'
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(6）

木船の縦狼度計算に外板，木甲板等も入

れ得るとの結論であった。

8日(金， 鋼譜工作法研究準備委員會
時及場所午後2時より5時ま~G東大第一工

學部船舶工學科會議室に於て

出席者吉識，秋友,山田，狩野ユ砺田’

江田，松山，長谷川各委員,出淵事務長

蕊 事

， （1）吉識理事から本委員宮設澁に至った

經緯及び委員委蛭仁關して挨拶があった

（2）委員長互選の結果吉識委員が常逸し
たo

（3）委員長から幹事として長谷川，松山

雨委員を指名した。

（4）六岡周三，古武彌輔，古賀繁一の三

君に顧問を委聡する旨申合せたo

（5）委員は各勤務先から推駕して貰ふ形

式を探り，推鴬された者は勤務先の代表

ではなく，個人の蚕格で萎加するやう申

合せた。

（6）現在の準備委員'よ當然本委負會委員
として推薦して賀ふやう手配すること，

その他敷迭船所からも委員の推館を乞ふ
こと3

（7）今迄の工作法わ規準を分搬して執筆
することLP改善を要すべき問題を持寄

一 りこれを討議する三とを第一着手とする
ことを申合せたo

11日（月） 試験水槽委員會鯆3吋小委負會

時及場所午後2時より5時まで東大翁一工
學部船舶工蕊科會議室に於亡

出席者木下，谷口，土田，菅，田富各委
員

談事水槽關係術語及び記競に關し協溺
した9

12日（火） 試験水械委員曾嬉27回委員會
時及場所午後1時とり7時まで東大窮一工
學部船舶工學科衡鱗室に於ご

出席者青山委員長,八代，山縣，赤崎，

出淵各客員，木下，谷口，土田，菅，田富
志波，重川，渡遅，原田，沼知(代理)各委

『 負，乾補助委員 哩

銭 事

（1）木船蔭逵規程の修乖箇所の検討 ‘

芥川委員から現行規径を機帆船に即應す

るものに改正することを主眼として次の

提案があった。 、

（イ） 上浬謹澄による甲板磧傑式の合法

化の要否

（ロ）各部材寸法の規格を統一すること

の要否

″(ハ）規程に若干の指導的性格を操入れ

ることの要否

上記の中(ィ)は既存船の甲板積荷の割合

乾舷の蛮清，年板の鎭度等について大場

委員に調査を委騒し，その報告を待って

次回に討議する。

． （ロ)（へ)は實際の歎字的根擦について氣

付いた黙から個別的に討議する。

（2）根曲材に代るべき各匝の固満法の検

討

／ 市川委員からr本船肋骨舞曲部材の資瞼

的研究」に就て説明あり，ぶなの曲材及

び合板肘材は接苗謝が優秀ならば天然⑳

曲材よりも破獅3重大で結果は良好なり

との賓親を提出した。

（イ）接潜諏のみによるよりも釘と雨用

する方力安全である。

（ロ）接薦劃の老化の試驍の必要があ

る。武原委員から合成肘板の模型試職

の茨明並びに模型を提出した｡これに

ついて

。 （兵）肘扱の厚さ，はり出しの大さを再

検討する必要がある。尚市川委員から

・ 更に賞鐡を行ふ豫定なることを述べた

（二） この場合の繊弧力の汁算を同委員
に委笛することiこした。

（3）委員長からデータは印刷し､ご20部
作製し各委員に配市すること，及び海運
總局の憐造規程虫編委負會と漁船協會の

、 委負會とに盗料り交換を行ひたいとの指
示があづた。

（4） 原田委員から2ﾗ0噸木給の鮒迩変材
の接手D蚊率についての説明があった。
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(7）

は非常によい参考になるものと思はれる
埜 一

ノ（2）漁船協會理事長から本協會會長宛に

本研究委員會に於て次の諸問題を研究し

て貰ひたい旨照會があった。尚これは落

‘、 1回分の依頼の由であるo

（イ）捕鯨船に用ひる防面發條に代る防

画装籏の研究

（戸）魚鯰の防熱材料及び防熱装匿仁關

する資料

（息） ・底曳網漁船又ばトロール漁船で曳

網時の連プ滝2乃至3浬とした場合，

色登の顔鮎よ．りの最適の主機回鱒數
～

， （3）本委員街に於ける研究の方針として
は，各委員から問題を集めて着手し易い

ものから始めること， .但し緊急解決を要

する問題は至急研究に着手することを申
、

合せた。

（4） 中村彰一君に補助委員を委蝋するこ
､ 1 7

とを申合せた。 ‐

（5）木村委員から似熱装置に關する説明．

あり， こWLに對し各委員から質疑討論が

あった。次で本問題の研究方法につき協

“ 議した結果,先づ蚕料を集めた後適歯な
會献に寅數を依頓することに申合せた。

（6） 高木達負から焼玉機闘こ適するプロ

ペラの設計に對する示唆があった。

（7）磁際の操業を見學する必要を認め，

これ力斡旋方を尚木委員に依頼した。

22日(金） 木恰研究委員歯第3回委員會

時及場所午後1時より5時まで東犬粥一工

學部船舶工學科會議室に於て

出席者吉識委員長．上村，市川′金子，
小山,吉田，西岡渡邉(ｲ“)各委員, -竹
鼻補助委員,出淵事務長

識 事

、 （1）木船の故陣並に修理の統計を集める

穰手配することを申合せた。

（2）現在故障の多い黙（外板‘木甲板, ．

舷塙，船室キール等）は故障状況を調

査した上で對策を研究することとする。

（3）前後部で垂下り量の多いことに就て

は，之に對して童施中の對策を集め，一

議 事

（1）次の諦演う:あり， これに對する質疑

應答を行った。

（イ）波浪中に於ける自航拭識装置に識

、と。木下委貝

（芦）我國代表的船舶の航海成績例二三

に就て。青山委員長

（ﾊ）試逓陣成綬と水糟試験成撰との不
一致に關する二三の例に就て。土田委

員，谷口委員

（2）菅委員から'j委員會に鐡この全般的

な經過報告があった後，木下委員から動

粘性係強について，土田委員から摩擦抵

抗係懸に就て及び海軍の定義に就て,菅
委員から術語の統一について夫‘々報告が

‐ あり， これを討議した。

15日（金） 特殊研究委員曾嬉2回小委員會

時及場所午後2時より4時30分まで東大

第一工學部船舶工學科會識室に於亡

出席者幅田,近藤,牧野.松本出淵各
委員

銭 班

（1）茜艦政本部第五部關係の集録項目は

近藤委員に於て11月27日の本委員衝

までに一膳坂綴めて提鯛して黄」こと。

（2）湧艦政本部第四部關係の集録項目を

前回つものに追加し且坂混員を夫為選定

した。 。

（3） ‘緬井靜夫君に委員を委蝿するやう申

合せた。

16日(土)’ 漁船研究委員會第1回委員衝

時及場所午後2時より4時30分まで東大

‘第一工學部船舶工學科街議室に於て

出席者松本委員長，木村，高木，熊凝，
木下，元良台委員，出淵事灌長

磯 事

（1） 山本武蔵氏から學術振興會で行った

「船の冷陳に關するWT究」の經過に就て

話して貰った。この研究は船の冷凍設備
に關する賞際問題までは着手せずして解
散されたが，今後本委負會で取扱ふと思

､

はれる研究項目とそれの擴當者の選定に
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（8）
、

方理論的i二も棯討して見ることLする。
1 .

‐ （4）鯰口端に間鐙を生ずる問題ま一晦樅

暇度を計算して見た上で討議すること。

（5） コリジヨソパルクヘツド其の他張度

横隔壁を設くべきか否かの問題ば‘安全

， 方面からの検討は一腫見譲り④ことL.L

機彊魔の黙からは原田委眞播當の計算維

、 了を待って橡討すること。

（6）市川委員から「根曲材iこ代るべき各

・ 種直情法」に就き説明があった。試騨材

料を得た上で詰離試溌所に依頼して責識

Lて賛ふこLする｡

（7」吉田委員から「箱型緊による木靴櫛

一遥資韓案｣に就譽説明があった｡先:ブウ
エツプのみのものに枕き溌備蜜塗を行ひ

其の結果を見た上で本責駄に移ることと

する。

（8） 後手に對するジ‘ベルの問題も寅漁の

對桑として老へるべきであるので，先づ

建築専門家ぎ招いて從来建築に使用され

てゐるンベルに關して面蛎舌を聴くこと。

27日''水） 特殊研究集録委員會第1回委員街

時及場所午後2時より4時まで東大第一工

學部,沿舶工學科學生圃蕩室に於て

出席者小野，常松，幅田，山縣，吉武，

赤#奇，船倉，志波，牧野，松本‘坪田，幅

井，出淵各委員

蹟 事

（1）出淵委員ｼ､ら準備委員動ご艇ける協

譲”を散明し，その俊奮海軍關係の委

員のみで小委員命を2回開催して特珠研

究項目を群講した旨報告，併せてその結

果を一監表として配布じた。

（2）委員長互選の結果小野賜三委員力謹

選，同委員これを受諾した。

（3）委員長の指名により幹事左出淵委員

と他1名(氏名は後日通知ある筈)に委嘱

することLなったo

（4）集録すべき特珠研究の範闘につき意

J 見の開陳が,一應衷目を集めて見た上で
謹次取捨選探を審議-ケることLなった。

（5）大厄委員會は集録すべき研究項目を

持寄ることを申合せた。

30日(土） 特殊研究集録委員會第3回小委員

會

時及場所午後3時より4時80分まで日産

・ 館内蚕料整理部技術班室に於て

出席者近藤‘矢杉，長野，出淵各委員，

，他に甘利漫之君玉木焔宜君，長井安弍君
井田鐘太郎君

識 事

（1） 第2向小委員釦こ於て近藤委員から

提出された機關々係資料目次を原案とし

て各項目の取纈者を決めた。

（2）蚕料所有者とその費料名構との一驚

表を第一蒜手とし-と作製する二とを申合

せたo
／

（3） 甘利菱之君に委員委賎方収計らふや
、

う申合せた。
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菅原電氣株式會祗

電話銀座(57)905(3)・914(3)

工場東京･川崎･松本

電賎修理専門蒲田エ場

－〔誉業品目)－

鐵山機械･製鐡機械･化學機械

横山水管式汽罐･各種製罐工事

各種鋳鋼・鍛鋼製品

横山工業製式會社
東京都日本橋展江戸橘二・加賀ビル

株式
書祓

米第八軍用品,指定工場

明 電 舍
MEIDENSHACo・LTD

－‐製 品一一

東
大崎

電動磯・發篭機、鍵躍器・配電盤・開閉制御、

樫器･電氣ホキスト･電氣計器・其他電氣機器
ケ

0

電話大崎(49）
長3150 3151(4)
3151(9) 、(J171(5)

専寅特許資用新案

超遠心噴霧乾燥装置
特長渋状物扮化・流状物醗陥

一三主要製品

1
篭遠心液膣滴忠淡･迩心油分離橇
趨垂心牛乳分離椎・趨宝心磯母分雑機

｜ 睡力油漁過織･鍛這車煽部分晶製腫

蕊天硫ｲ聡製作所:蕊蕊灘

……．．…･〔月島機械〕．．………｡
化學工業用機械装置
－製作品目一 ．

製塵用機械装置･硫安用機械装置
酒椿用機械装置･工業薬品機械装置
人絹用機械装置

月島機械株式 金
‐

東京都京橋麗月島通り五丁目九番地
電話京橋(56,代表8301-6

社
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…高 塵瓦斯容器ノ整備一一
1.焼損容器･挑下容器ノ整備(證明書下附申請手續）

1.酸素・メタン･炭酸･鱒素･アンモニア其他高睡瓦斯容器用パルプ

1.高屋瓦斯容器整備多量ノ場合ハ迅速出張作業ノ御相談二應ズ
｡､

戸塚高麗瓦斯容器株式會就
、

東京都足立|愚五反野北III1完千番地 ｛
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曾話足立2391･3875賓糾綾瀬下車）
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